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熊本県農業研究センターの研究の現状

熊本県農業研究センター

Ⅰ 組織
熊本県農業研究センターは、平成元年に、１１の研究機関を組織的に一元化して設立さ

れた。

本部所在地（菊池郡合志町）に管理部と企画調整部の２部、農産園芸研究所と生産環境

研究所及び畜産研究所の３研究所が配置されている。また、専門性の高い部門として県下

各地に茶業研究所、い業研究所、果樹研究所、草地畜産研究所の４研究所と地域に対応し

た高原農業研究所、球磨農業研究所、天草農業研究所が配置されている。

センター職員数は、平成１５年４月１日現在で２３９名で、そのうち本部に全体の約６

割にあたる１４９名が勤務している。

Ⅱ 主な研究課題と成果
、 「 」 「 」熊本県農業研究センタ－では 平成１２年度策定の 県総合計画 及び 県農業計画

を基本に、高度化・多様化する消費者ニ－ズや環境問題などの新しい農業情勢を踏まえ

ながら、本県農業の発展と農業者が明るい将来展望と意欲を持って取り組める活力ある

農業の実現を図るため、農家の当面する課題や要望の強い課題を最優先に、生産現場に

密着した研究技術開発に取り組んでいるところである。

１主な研究課題

（１）安全・安心農畜産物の生産技術

① 減農薬・減化学肥料栽培技術の確立

② 農産物の機能性成分の附加技術の開発 （１５年度新規）

③ 消費者に信頼される野菜生産技術の開発 （１５年度新規）

④ コーデックス基準に対応した安全な農産物生産技術 （１５年度新規）

（２）戦略的・総合的な視点に立った技術の開発

① 地産地消を支援する農畜産物の高付加価値生産技術の確立 （１５年度新規）

② 熊本県オリジナル農産物の標識による保証技術 （１５年度新規）

③ 八代地域における産地再編の動きと持続的営農体系の確立 （１５年度新規）

（３）高品質生産技術の開発

（ 、 、 、 、 、 、 、 、① 優良品種の育成・優良系統の選抜 水稲 野菜 花 茶 い草 果樹 牛 豚

鶏)

② 水稲、麦類等の品種特性に応じた栽培技術の開発

③ 品質評価に基づく緑茶加工技術の開発

④ 環境に配慮した低コスト良質豚肉生産技術の開発

⑤ 品質保証果実生産システムの開発

⑥ 「肥の豊」の栽培技術の確立



- 2 -

（４）低コスト・省力化生産技術の開発

① 水稲の疎植栽培による省力安定栽培技術の確立

② イチゴ高設栽培における安定生産技術の開発

③ 花きの灌水同時施肥技術の確立

④ 夏期乳増産のための飼養・繁殖管理技術の開発

⑤ 放牧利用による家畜の低コスト生産技術の実証

（５）環境に配慮した生産技術の開発

① 環境負荷軽減のための合理的施肥技術の確立

② 新しい土壌消毒に伴う微生物機能修復技術の確立 （１５年度新規）

③ 自然生態系に調和した茶栽培技術

④ 家畜糞尿処理利用技術の確立

２主な研究成果

① 水稲「秋音色 （Ｈ１４．３出願公表）」

葯培養技術を用い、粘りが強く、冷めても柔らかい「もち米」の特性を持った

独自品種を育成。平成１５年１０月県の認定品種に採用。

② ナス新品種「ヒゴムラサキ （Ｈ１４、６出願公表）」

「赤ナス」として親しまれてきた熊本長ナスで果肉が軟らかく食味に優れ、収量

・品質が安定する新品種を育成。

③ イチゴの高設栽培 （ 月 特許出願）H11.1
窮屈な作業姿勢を長時間強いられるイチゴ栽培で、ほとんどの作業を立ったまま

「 」 。 。の楽な姿勢で行える 熊本農研方式の高設栽培装置 を開発 チッソ㈱と共同開発

④ 熊本型新園芸用ハウスの開発

人力で組み立てられ、しかも台風等の気象災害に強い園芸用ハウスを開発。

ハウス基礎にはスパイラル杭、骨材には高張力鋼を使用して強度を増すととも

にコスト低下が可能。また換気面積を増やして夏季ハウス内温度上昇を抑制。

⑤ 耕畜連携による成分調整成形堆肥を利用した新規形質作物生産システム

家畜ふん堆肥を主体とする成分調整成形堆肥を利用して、新規形質を有するダ

イズやメロン、トマトの地域内物質循環型生産システムを開発。

⑦ あか牛「第１６光重 （ 月選抜・普及開始）」 H12.7
肉質（脂肪交雑）をはじめ、生産力が極めて優れている種牛を選抜。今後の基幹

種雄牛として生産農家に凍結精液を供給。

・間接検定結果 脂肪交雑３１( )、ﾛｰｽ芯面積 ５２ ( ). 1 : 2.3 cm 3歴代 位 従来の最高は 歴代 位２

⑧ 熊本県産地鶏「天草大王」

昭和初期に絶滅した天草大王を、アメリカから輸入したランシャン種などをも

とに復元。

天草大王の雄と産卵率の高い大型雌系統を交配して得られる交雑種を高品質肉

用鶏として県下に普及推進中。
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⑩ い草 「ひのみどり （ 種苗登録）」 H13.6
輸入急増などで非常に厳しい状況にあるが、茎が細く畳表の仕上がりが美しいと

いった特徴を持つを品種育成。従来の品種「岡山３号」に代えて普及していく。こ

れを原料とした畳表は「ひのさらさ」のブランドで高い評価。

⑪ 「ひのみどり」のＤＮＡによる品種識別技術

本県高級畳表ブランド「ひのさらさ」の原料となる「ひのみどり」に存在しな

。 「 」 。いＤＮＡを見いだした このことにより ひのみどり と他の品種との識別が可能

⑫ デコポン新品種「肥の豊」の育成（ 種苗登録申請）H13..3
従来の「不知火」の弱点を改良し、従来品種に比べ酸味が低くなる時期が早く、か

つ収量が多い品種を育成。現在、普及に向け苗木を増殖中。

⑬ カンキツ新品種「肥のあかり」の育成（Ｈ１４，３出願公表）

本県の極早生温州ミカンには、９月下旬に出荷できる品種がなかったため、本

品種を育成。

高糖度で酸は低く、食味が良好な新品種。

Ⅲ 今後の課題
(１) 従来の生産農家の視点に立った高品質・低コスト生産のための試験研究に加え、

今後は、消費者や市場関係者の視点に立った研究を推進する必要がある 。。

(２) また、県内には国公私立大学、あるいは独立行政法人九州沖縄農業研究センター

等の優れた研究機関がたくさんあり、これらとの一層の連携を図る。

(３) 試験研究成果については、従来は内部関係者による評価を行ってきたが、今後は

生産者や消費者等も加えた外部評価システム導入して客観的な評価を行う。

(４) インターネット上でホームページを開設し情報提供をしているが、今後は生産者

や消費者等との双方向の情報伝達を図る。
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熊本県農業研究センターの組織と主な業務・研究概要
Ｈ１５．４月現在

所 長 管理部 総務課

(1 ) ( １１ ) 経理課人 菊池郡合志町 人

技術会議、試験研究の課題設定 進行管理 評価 成果公表次 長 企画調整部 ･ ･ ･企画課

人 菊池郡合志町 人 農業技術情報等の発信 管理(2 ) ( １１ ) ･情報課 ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ

水稲優良品種の育成、水稲・麦・大豆の栽培技術農産園芸研究所 作物研究室

( ３７ ) 〈矢部試験地〉 ( )菊池郡合志町 人 上益城郡矢部町

野菜の新品種育成、高品質安定多収栽培技術の確立野菜研究室

等の高品質安定多収技術の確立花き研究室 ｷｸ､ﾄﾙｺｷｷｮｳ

利用による水稲 野菜 花きの新品種育成ﾊﾞｲｵ育種研究室 ､ ､ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ >

上益城郡御船町 人 高品質茶栽培技術の確立と緑茶製造の 制御茶業研究所( ９ ) ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

農業生産環境保全対策生産環境研究所 環境保全研究室

菊池郡合志町 人 低コスト、省力化施設等の開発、高収益農業経営の調査分析評価( ３０ ) 施設経営研究室

微生物 天敵利用による病害虫防除技術の確立、病害虫発生予察病害虫研究室 ､

病害虫防除所 病虫研究係

予察指導係

農作物の土壌管理技術土壌肥料研究室

高品質牛乳の低 生産 肉用牛繁殖肥育一貫生産技術の確立畜産研究所 大家畜研究室 ､ｺｽﾄ

菊池郡合志町 人 種豚・鶏の育種改良 清浄 豚肉生産技術の確立( ５７ ) 中小家畜研究室 ､ ( )SPF

肉用牛の育種改良 の確立生産基礎技術研究室 ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ､

飼料作物の適品種選定と栽培技術の確立 畜産環境保全飼料研究室 ､

阿蘇郡阿蘇町 人 放牧による肉牛の低 生産草地畜産研究所( ９ ) ｺｽﾄ

庶務

いぐさ優良品種の育成、機械化栽培技術の確立い業研究所 育種・栽培研究室

八代郡鏡町 人 畳表の品質向上( ２１ ) 加工研究室

沿岸水田地域における野菜作付体系の確立作付体系研究室

庶務

新品種育成 優良品種の選定と栽培技術の確立果樹研究所 果樹研究室 ､常緑 ｶﾝｷﾂ ｶﾝｷﾂ

下益城郡松橋町 人 の優良品種の選定と栽培技術の確立( ２４ ) 落葉果樹研究室 ﾌﾞﾄﾞｳ､ﾅｼ､ｶｷ､ｸﾘ

樹体栄養改善と土づくり対策技術の確立 病害虫の総合防除病虫化学研究室 ､

阿蘇郡一の宮町 人 高原地域の水稲 野菜の適品種選定と栽培技術確立高原農業研究所( ８ ) ､

球磨郡あさぎり町 人 球磨地域の水稲 野菜 果樹 茶の適品種選定と栽培技術確立球磨農業研究所( １０ ) ､ ､ ､

本渡市 人 天草地域の果樹 野菜の適品種選定と栽培技術確立天草農業研究所( ９ ) ､


